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※アッパーホースをカットして、
エアだまりを防ぐため、セン
サーアタッチメントを下また
は横向けに取り付ける

油圧センサー　(市販品1/8PTセンサーアタッチメントを使用)

各センサー取り付け方法（取り付け業者様様へ） 保証規程（お客様・取り付け業者様へ）

メーターの動作について（お客様へ）

１.保証期間内（お買い上げ日より１年間）に正常なご使用状態において、万一故障した場合には無料で修理いたします。
２.次のような場合には、保証期間内でも有料になります。
　①本保証書のご提示がない場合。

　②使用上の誤り、不当な修理や改造による故障及び破損。

　③不適切な取付、取付上の誤りなどによる故障及び破損。

　④お買い上げ後の輸送、移動、落下等による故障及び破損。

　⑤火災、地震、水害、異常電圧、公害、指定外の使用電源（電圧周波数）その他の天災、地変などによる故障及び破損。

　⑥本製品保証書の所定事項の未記入、あるいは字句を書き換えられた場合。尚、お買い上げ日、販売店名はスタンプ等が必

要です。

３.修理は、お買い上げの販売店に必ず本保証書をご提示の上、ご依頼下さい。.
４.本保証書は再発行いたしませんので、大切に保管して下さい。
５.本保証書は、日本国内においてのみ有効です。
　　This  warranty  is  valid  only  for  service  in  Japan.

修理メモ

取り付け最終確認項目（取り付け業者様へ）　

●センサー取り付けの際は、センサーハーネスのねじれがない様に取り付けてください。センサーハーネ
スが断線する恐れがあります。

●フューエルフィードパイプを切断する前に、必ず給油口を開けて、フューエルタンク内の圧力を下げてく
ださい。燃料が吹き出す恐れがあり、大変危険です。

●フューエルフィードパイプを切断する際は必ず除電して作業を行ってください。燃料に引火する恐れがあ
り大変危険です。

●フューエルフィードパイプを切断する際は、燃料から目を保護するため、保護メガネを着用して作業を行
ってください。

●センサーは、燃料漏れを起こさないよう、ネジ部にシールテープを巻き、市販のホースユニオンとフュー
エルフィードパイプを市販のホースバンドで固定してください。また、走行前には必ずパイプやホースユ
ニオンに燃料漏れがないか点検してください。燃料が漏れたまま走行すると、火災やエンジン破損を引
き起こす可能性があり、大変危険です。

●センサーの断線を防止するため、ハーネスをセンサーの根元で曲げず、まっすぐに引き出してください。
また、防水カプラーのセンサー側を必ず市販のタイラップ等で、車体に固定してください。

●センサーは必ず、フューエルタンクからフューエルプレッシャーレギュレーター間のフィード（高圧）パイ
プ側へ取り付けてください。

※フューエルプレッシャーレギュレーター後のリターン（低圧）パイプ側では、正確な燃圧をとることが出
来ません。

●ホースユニオンとスリーウェイチーズのネジサイズは、1/8PTです。ネジサイズが1/8PTのものをご使
用ください。

●始めにセンサーをねじ込み、センサー取り付け後センサーハーネスに接続してください。　

警告  
●センサー取り付けの際は、センサーハーネスのねじれがない様に取り付けてください。センサーハーネ
スが断線する恐れがあります。

●取り付け作業によって、抜けた分のオイルは必ず補充してください。オイルが少ないとエンジンオーバー
ヒートする恐れがあります。

●センサーは、オイル漏れをおこさないよう、ネジ部にシールテープを巻き、確実に取り付けてください。
また、走行前には必ずパイプやセンサーアタッチメントにオイル漏れがないか点検してください。オイ
ルが漏れたまま走行すると火災やエンジン破損を引き起こす恐れがあり、大変危険です。

●センサーの断線を防止するため、ハーネスをセンサーの根元で曲げず、まっすぐに引き出してください。
また、防水カプラーのセンサー側を必ず市販のタイラップ等で、車体に固定してください。

警告  
●作業終了後は必ず運転席やエンジンルームに何もないことを確認してください。運転席の足下に使
用した工具類などがあると、ブレーキペダルの下に挟まり、ブレーキ操作が出来なくなるなどの恐れ
があり大変危険です。エンジンルームに使用した工具があるとエンジン破損の恐れがあり大変危険
です。

●最終仕上げとして、以下の項目を必ず実施してください。さもないと、重大な事故が発生する恐れが
あります。

警告  
●エンジン始動後、必ずメーターをチェックしてください。万一異常を発見できずに発進させると大事故
が発生する恐れがあります。

●本製品はガラス保護のため、保護フィルムが貼ってあります。製品取り付け終了後に、お客様立ち合
いのもと、フィルムをおはがしください。

確　　認 
●センサーアタッチメントのネジサイズは1/8PTです。ネジサイズが1/8PTのものをご使用ください。
●始めにセンサーをねじ込み、センサー取り付け後センサーハーネスに接続してください。

警告  
●センサー取り付けの際は、センサーハーネスのねじれがない様に取り付けてください。センサーハーネ
スが断線する恐れがあります。

●取り付け作業によって、抜けた分のオイルは必ず補充してください。オイルが少ないとエンジンオーバー
ヒートする恐れがあります。

●センサーは、オイル漏れをおこさないよう、ネジ部にシールテープを巻き、確実に取り付けてください。
また、走行前には必ずパイプやセンサーアタッチメントにオイル漏れがないか点検してください。オイ
ルが漏れたまま走行すると火災やエンジン破損を引き起こす恐れがあり、大変危険です。

●センサーの断線を防止するため、ハーネスをセンサーの根元で曲げず、まっすぐに引き出してください。
また、防水カプラーのセンサー側を必ず市販のタイラップ等で、車体に固定してください。

確　　認 
●センサーアタッチメントのネジサイズは1/8PTです。ネジサイズが1/8PTのものをご使用ください。
●始めにセンサーをねじ込み、センサー取り付け後センサーハーネスに接続してください。

油温センサー　(市販品1/8PTセンサーアタッチメントを使用)

警告  
●センサー取り付けの際は、センサーハーネスのねじれがない様に取り付けてください。センサーハーネ
スが断線する恐れがあります。

●取り付け作業によって、抜けた分の冷却水は必ず補充し、エア抜きを行ってください。冷却水が少ないと
エンジンオーバーヒートする恐れがあります。

●センサー取り付け作業を行う際は、水漏れを起こさないようにシールテープを巻き、市販のセンサーアタ
ッチメントとアッパーホースを市販のホースバンドで固定してください。また、走行前には必ずホースやセ
ンサーアタッチメントに水漏れがないか点検してください。水が漏れたまま走行すると、エンジン破損を
引き起こす恐れがあり、大変危険です。

●センサーの断線を防止するため、ハーネスをセンサーの根元で曲げず、まっすぐに引き出してください。
また、防水カプラーのセンサー側を必ず市販のタイラップ等で、車体に固定してください。

確　　認 
●センサーアタッチメントのネジサイズは1/8PTです。ネジサイズが1/8PTのものをご使用ください。
●始めにセンサーをねじ込み、センサー取り付け後センサーハーネスに接続してください。

水温センサー　(市販品1/8PTセンサーアタッチメントを使用)

【チェック機能】

【オープニング・エンディング】

燃圧センサー　(市販品1/8PTスリーウェイチーズ、市販品1/8PTホースユニオンを使用)

確　認

警告  

○取り付けた配管が確実に接続され、配管の差し忘れや誤配線、及び液漏れ・排気漏れがないか確認して
ください。

○センサー本体やハーネスなどが、エンジンルーム内で作動装置(ラジエターファン、スロットルボディなど)
と干渉していないか確認してください。

○センサー本体やハーネスなどが、点火系装置(イグニッションコイル、ディストリビューター、プラグコードな
ど)を避けて配線されているか確認してください。

○メーター本体やハーネスなどが、運転の妨げにならないように、確実に固定されているか、もう一度確認し
てください。

○メーター取り付けの際に取り外した車両側の内装、ハーネス類が元通りに戻されているか、もう一度確認
してください。

○バッテリーのマイナス端子を外れないようにしっかりと取り付け、ボンネットを確実に閉めてください。

以上で、すべての取り付け作業は終了です。

○イグニッションをONすると、シーケンシャルセレモニー(オープニング動作)後にメーターが動作します。
○イグニッションをOFFすると、シーケンシャルセレモニー(エンディング動作)後にメーターが停止します。

【照明】

○イルミスイッチをONすると文字板と指針の照明が点灯します。
○イルミスイッチのON/OFFに関わらず、シーケンシャルセレモニー中は照明が点灯します。

「断線(オープン)チェック機能」
この機能は、センサー及びセンサーハーネスの断線、配線抜け、誤配線が発生していることを知らせる
ものです。断線(オープン）しているセンサー及びセンサーハーネスが接続されているメーターの指針が
ゼロ点から250°～260°の角度の間で下図のように振れます。
※下図は指針の角度を示したものであり、3つのメーター指針が同時に振れるわけではありません。

「短絡（ショート）チェック機能」
この機能は、センサー及びセンサーハーネス上のどこかで短絡（ショート）が発生していることを知らせ
るものです。短絡（ショート）しているセンサー及びセンサーハーネスが接続されているメーター指針が
ゼロ点から10°～20°の角度の間で下図のように振れます。
※下図は指針の角度を示したものであり、3つのメーター指針が同時に振れるわけではありません。

指針が下記動作することによりセンサー及びセンサーハーネスのチェックができます。取り付け後、下記動
作をした場合、取り付けを依頼したお店にご相談ください。

確　　認 


